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一
に
つ
い
て

独
立
行
政
法
人
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
が
、
平
成
二
十
三
年
五
月
に
中
華
人
民
共
和
国
と
共
同
で
、
東
シ
ナ
海
及
び
黄

海
の
同
国
沿
岸
に
お
け
る
大
型
ク
ラ
ゲ
の
分
布
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
、そ
の
幼
体
を
五
個
体
発
見
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

当
該
調
査
の
結
果
は
、
大
型
ク
ラ
ゲ
の
発
生
場
所
及
び
移
動
経
路
を
推
定
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

二
に
つ
い
て

大
型
ク
ラ
ゲ
に
よ
る
漁
業
被
害
の
防
止
対
策
に
つ
い
て
は
、
水
産
庁
と
し
て
は
、
今
後
と
も
引
き
続
き
、
有
害
生
物
漁
業

被
害
防
止
総
合
対
策
事
業
に
よ
り
、
中
華
人
民
共
和
国
及
び
大
韓
民
国
と
共
同
で
調
査
及
び
研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、
出

現
状
況
等
の
情
報
を
把
握
し
、
そ
の
情
報
を
漁
業
協
同
組
合
等
に
提
供
し
て
い
き
、
併
せ
て
漁
業
協
同
組
合
等
に
対
し
、
駆

除
に
要
す
る
経
費
、
混
獲
を
防
ぐ
た
め
に
改
良
し
た
漁
具
の
導
入
に
要
す
る
経
費
等
を
助
成
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

大
型
ク
ラ
ゲ
の
発
生
場
所
、
発
生
原
因
等
の
解
明
に
は
更
な
る
調
査
及
び
研
究
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
と
も
引
き
続
き
、

一



中
華
人
民
共
和
国
及
び
大
韓
民
国
と
共
同
で
調
査
及
び
研
究
を
進
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

三
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
大
型
ク
ラ
ゲ
の
発
生
場
所
、
発
生
原
因
等
の
解
明
に
は
更
な
る
調
査
及
び
研
究
が
必
要

で
あ
る
た
め
、
今
年
の
大
型
ク
ラ
ゲ
の
大
量
発
生
の
可
能
性
を
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
水
産
庁
と
し
て
は
、

大
型
ク
ラ
ゲ
の
出
現
状
況
を
注
視
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

二


